
（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）１．保健衛生総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

56,565 55,283 6,522

    （単位  千円）

決算書
       頁

199
1 １９９

199
１９９

199
１９９

199
１９９

199
１９９

199
防疫事業一般経費 １９９

199
１９９

199
１９９

199
１９９

199
１９９

 10． 三重県合併処理浄化槽普及促進協議会において、国・県
に対する陳情、請願、合併処理浄化槽の普及啓発や情報交
換などを行った。

合併処理浄化槽普
及推進一般経費

１７１

 ９． 公共用水域の汚濁防止、生活環境の保全及び公衆衛生の
向上を図るため、小型合併処理浄化槽設置者に対し補助
し、合併処理浄化槽の普及を図った。
・公共下水道認可区域外　４２５基　１６５,８４９千円
・公共下水道認可区域内　　７７基　　　９,９７３千円

合併処理浄化槽設
置整備事業補助金

１７５，８２２

 ８． 各家庭における生活排水対策の啓発活動の推進により、
市民の生活排水対策意識の高揚と公共用水域の水質保全を
図った。

生活排水対策啓発
事業

１，３００

 ７． 伊勢市環境基本計画の進捗状況等について審議するとと
もに、新たな課題や社会情勢等の動向を考慮の上で、環境
保全について提言いただいた。

環境審議会経費 １１３

 ６． 煙霧消毒機を希望自治会へ貸出す等により、市民の生活
衛生を守った。４，４７９

 ５． 狂犬病予防法に基づき、獣医師会と協力して、畜犬登録
受付と狂犬病予防注射を行った。
　　畜犬登録件数　　　　　　　　　６７２頭
　　狂犬病予防注射受付件数　　５，５６４頭

狂犬病予防事業 １，７３６

 ４． 市民が生活排水対策に取り組む為に、三角コーナー・ス
トレナー等を希望者へ有償配布した。
　　平成１８年度販売個数　　　　　１１７個

生活排水対策用品
配布事業

１，０７１

 ３． 生活排水対策推進を図るため、全国生活排水対策重点地
域指定市町村連絡協議会で国へ予算を要望したり、生活排
水対策の啓発活動、情報交換等を行った。

生活排水対策一般
経費

８５

 ２． １市２町で構成する伊勢広域環境組合クリーンセンター
でし尿等の適正処理を行った。
共通経費　２,０８６千円(平等割10％加入事務数割90％)
運営経費　１７７,６０８千円（実績割100％）
建設経費　１３４,６３２千円（平等割10％人口割90％）
公債費　　１１９,０８４千円（元利補給金）

伊勢広域環境組合
負担金（し尿）

４３３，４１０

１市３町で構成する伊勢広域環境組合斎場で火葬業務を
行った。
共通経費　３８９千円（平等割10％　加入事務数割90％）
運営経費　３３,１５５千円（実績割100％）
建設経費　　４,８１１千円（平等割10％　人口割90％）

伊勢広域環境組合
負担金（斎場）

３８，３５５

856,420 決 算 額 の 財 源 内 訳

847,687 一般財源

729,317

環 境 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １．

1 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



決算書
       頁

199
１９９

199
12 １９９

199
１９９

199
１９９

199
１９９

201
２０１

201
２０１

201
２０１

（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）２．保健センター費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

9,713

    （単位  千円）

決算書
       頁

201
1 ２０１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 休日・夜間応急診療所への医師派遣調整及び救急医療知
識の普及啓発並びに情報提供業務を伊勢地区医師会に委託
し、休日及び毎夜間における一次救急医療体制の確保を図
るとともに、救急医療体制を確保するため、市民に救急業
務に関する正しい理解と知識を深めてもらうよう周知に努
めた。

また、突然の心停止時に早期に対応できるよう、救命措
置に必要なＡＥＤ（自動体外式除細動器）を市の主要１８
施設に設置するとともに、市民が参加するイベントなど、
一時的に必要なときに活用できるよう貸出用も配備した。

一次救急医療事業 ３，８５９

健 康 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

643,537

657,753 決 算 額 の 財 源 内 訳

653,250 一般財源

 18． 環境にやさしい風力エネルギー普及のため、公共施設へ
小型風力発電システムを設置、民間企業と共同研究を実施
した。

エコタウン推進事
業

１，５００

 17． 環境管理システムの考え方を家庭でも取り入れることに
より、市民による自主的な環境保全活動の推進を図った。１４１市民版ＩＳＯ普及

事業

 16． 市の事業活動に環境管理システムを構築、実践し環境改
善を図るとともに、率先し模範を示すことで市民、地元事
業者等の環境意識向上を図った。

環境管理システム
推進経費

５７８

 15． 犬の飼育者に対ししつけ教室を行うことにより、市民の
環境衛生を保持した。５４犬のしつけ教室開

催事業

 14． 市民の公衆衛生の確保を図るため、公衆浴場組合に水道
料金の一部助成を実施した。
　　平成１８年度公衆浴場件数　１０件

公衆浴場組合補助
金

８１６

 13． 環境に関する市民の理解と協力を得るため、平成１８年
１０月８日（日）に朝熊町県営サンアリーナで伊勢市ごみ
問題市民会議、伊勢市生活排水対策活動推進協議会と市
（環境政策課、資源循環課）の協働で環境リサイクルフェ
アを開催した。

環境リサイクル
フェア等開催事業

７０１

 12． 犬猫の適正飼育を図るため、市の要綱に基づき不妊手術
費の一部助成を行った。
　　平成１８年度補助件数　　犬１６２匹　猫３４５匹

犬猫不妊手術費等
補助金

１，６６０

 11． 伊勢市放置自動車の発生の防止及び適正処理に関する条
例に基づき、市道、公園等の放置自動車を適正に処分し
た。
　　平成１８年度処分台数　９台

放置自動車対策経
費

１８１

2 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



決算書
       頁

201
２０１

201
２０１

（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）３．予防費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

3,701

    （単位  千円）

決算書
       頁

201
２０１

（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）４．成人保健推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

86,444 91,505 2,223

    （単位  千円）

決算書
       頁

203
２０３

203
２０３

203
２０３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ３． 市内の医療機関、保健センター及び地域において、胃・
子宮・大腸・乳・前立腺及び肺がん検診を実施した。日本
人の死因第１位であるがん（悪性新生物）を早期発見し、
早期治療につながるよう努めた。

がん検診事業 １８７，５７９

 ２． ４０歳以上の市民を対象に市内実施医療機関において、
基本健康診査・骨粗しょう症検査・肝炎ウイルス検診の
他、伊勢市独自で実施している腹部エコー検査を実施し、
心臓病、脳卒中などの生活習慣病と高齢者の心身機能の低
下を早期発見し、市民の健康増進に努めた。

基本健康診査事業 ３００，５６１

 １． ４０歳以上の市民を対象に、血圧測定、検尿をはじめ、
個別の健康相談、栄養相談、たばこ相談を行い、疾病の早
期発見及び健康の増進に努めた。
　延べ２８１回、２,１５８人の相談を行った。

成人健康相談事業 １，０３６

322,671

健 康 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

515,175 決 算 額 の 財 源 内 訳

502,843 一般財源

 １． 全ての定期予防接種を県内の登録医療機関で実施し、対
象者に接種を行った。また、未接種者に対し勧奨通知を送
付し、接種率の向上を図った。

予防接種事業 １３５，７０６

132,005

健 康 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

143,264 決 算 額 の 財 源 内 訳

135,706 一般財源

 ３． 生涯を健康で暮らせるような「健康文化都市」をめざ
し、健康文化都市宣言及び健康づくり指針を策定した。ま
た、健康づくり指針に基づき健康文化都市推進事業シンボ
ルマークの決定、健康づくりアドバイザー養成講座、重点
事業への取組みとしてウォーキング大会等を実施した。

健康文化都市推進
事業

２，５２６

 ２． 病院群輪番制は、一次救急医療体制に併せ、市内の２病
院（市立伊勢総合病院、山田赤十字病院）が、輪番制によ
り、休日及び夜間における重症救急患者の受け入れに対応
する二次救急体制を確保するためのものであり、この補助
金はその運営費を補助するものである。

平成１８年度は３０，２４１人の受け入れがあり、市民
の安心・安全確保に大きく貢献した。

病院群輪番制病院
運営費補助金

３０，９７３

3 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



決算書
       頁

203
２０３

203
5 ２０３

203
6 ２０３

（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）５．母子保健推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

353 356

    （単位  千円）

決算書
       頁

203
２０３

203
２０３

203
２０３

203
２０３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ４． 乳幼児を持つ保護者を対象に、育児上の悩みや離乳食な
どについて適切なアドバイスを行い、自信を持って育児が
できるように援助を行った。保健センターや地域で月２回
開催し、延べ２，４８５人の参加があった。

子育て相談 ６８０

 ３． １歳６か月児健康診査から３歳児健康診査までの２年間
に、むし歯が急速に増加するため、むし歯予防の教室を開
催した。
・むし歯バイバイ教室２４回　８６８人
　（中央保健センター１２回，小俣保健センター１２回）
・３歳児フッ化物塗布２４回　６４６人
　（中央保健センター１２回，小俣保健センター１２回）

幼児歯科保健事業 ３，６０８

 ２． １歳６か月児健康診査等により、言語発達等に観察が必
要な親子に対し、育児支援・助言を行い、健全育成を図る
とともに、子育てに悩みを持つ保護者のネットワークづく
りに努めた。１７８人の参加があった。

乳児健康診査事後
教室事業

１，５８７

 １． 妊婦及びその配偶者に対し、妊娠・分娩・子育てに関す
る知識の普及、夫の育児参加、親同士の仲間づくりを目的
に開催した。夫婦参加の沐浴実習、妊婦模擬体験、絵本の
読み聞かせ体験などを実施し、健全な母性育成と子育て支
援を図った。２３１人の参加があった。

子育て支援教室事
業

５５６

50,165

健 康 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

54,591 決 算 額 の 財 源 内 訳

50,874 一般財源

 ６． 生活習慣病予防を目的に、運動や心の健康づくりの教室
を開催した。また、基本健康診査の結果などで生活習慣の
改善が必要と認められる市民を対象に、高脂血症、糖尿
病、高血圧について、教室を開催した。行動変容を支援す
る具体的な指導を行い、生活習慣病について正しい知識と
理解を深め、疾病予防を図った。

延べ２９回、１,１８０人の参加があった。また、個別
に高脂血症、高血圧の健康相談を実施し、継続的に生活習
慣行動の改善を図った。（個別健康相談 延べ１５回、
１５人）

健康づくり教室事
業

８５５

 ５． 保健師等が家庭訪問を行い、本人及びその家族
１，０６６人に対し、生活習慣病の予防や介護予防、保健
サービスと医療・福祉等のサービスの調整を図った。

訪問指導事業 １，２２４

 ４． ４０歳～５０歳及び５５歳、６０歳、６５歳の市民を対
象に、市内実施医療機関で歯周疾患の検診を実施した。

１，９０８人が受診し、歯周疾患の早期発見、早期治療
に寄与し、８０２０運動を推進した。

歯周疾患検診事業 ５，１８２

4 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



決算書
       頁

203
２０３

203
6 ２０３

205
7 ２０５

（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）６．墓地費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

3,574

    （単位  千円）

決算書
       頁

205
２０５

205
市営墓地整備事業 ２０５

205
２０５

    （単位  千円）

決算書
       頁

205
２０５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

施 策 の 成 果

 １． 935 市営小俣若山墓地の管理運営を行った。
９３５市営墓地管理一般

経費

 ３． 共同墓地内の環境衛生の改善を図るため、自治会等が行
う共同墓地整備事業に対し、費用の一部を補助した。
・平成１８年度補助実績　７箇所

共同墓地整備事業
補助金

５，９５５

 ２． 大世古墓地の樹木伐採や大湊墓地のブロック塀の改修工
事等を行い、市営墓地の適正な維持管理に努めた。６，４６６

 １． 生きがい対策事業の一環として、市営大世古墓地の除草
清掃を伊勢生きがい対策事業団へ業務委託することによ
り、高齢者の安定雇用と墓地の維持管理を図った。

市営墓地管理一般
経費

１０，１０８

19,890

環 境 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

23,877 決 算 額 の 財 源 内 訳

23,464 一般財源

 ７． 医師が必要と認めた不妊治療を受けた夫婦に対し、不妊
治療費に要する費用の一部助成（費用の２分の１で年間
１０万円を限度とし通算５回まで）を行った。

一般不妊治療３９件、特定不妊治療１７件に助成を行っ
た。

不妊治療費助成事
業

３，７２６

 ６． 新生児をはじめ乳幼児、妊産婦のいる家庭を訪問し、相
談に応じることにより、それぞれが持っている不安、悩み
の解消、異常の早期発見に努めた。新生児８０６人、乳幼
児４３０人、妊産婦８８０人の訪問を実施した。

新生児等訪問指導
事業

７３１

 ５． 妊娠中に２回（前期、後期）及び乳児期に２回（４ヶ
月、１０ヶ月）計４回、県下の医療機関に委託して、健康
診査を実施した。妊婦は延べ９０４人、乳児は延べ７９２
人受診した。このことにより、妊婦・乳児の異常の早期発
見と健康の保持増進を図った。

妊婦・乳児健康診
査事業

２７，５４２

小俣総合支所 生活環境課

事 業 名 決 算 額

5 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）７．診療所費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

58,407

    （単位  千円）

決算書
       頁

205
２０５

205
２０５

（款）４．衛生費  （項）１．保健衛生費  （目）８．公害対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

207
調査事業 ２０７

    （単位  千円）

決算書
       頁

207
調査事業 ２０７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 公害関係法規集の追録を行い、公害発生時等に適切に対
応できるよう備えた。２８

 １． 公害防止、環境保全を図るため、水質・騒音・振動・悪
臭等の調査を行い、結果を広報等で周知した。５，１３１

5,159

環 境 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

5,205 決 算 額 の 財 源 内 訳

5,159 一般財源

休日・夜間応急診療所を開設し、休日における診療の不
安を軽減し、市民の健康管理を図った。５，８２３歯科診療所運営事

業

施 策 の 成 果

 １． 休日・夜間応急診療所（内科・小児科）を開設し、夜間
や休日における診療の不安を軽減し、市民の健康管理を
図った。

医科診療所運営事
業

５７，４６３

一般財源

4,879

健 康 課

決 算 額 の 財 源 内 訳

63,286

御薗総合支所 生活環境課

66,045

事 業 名 決 算 額

 ２．

6 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



（款）４．衛生費  （項）２．清掃費  （目）１．清掃総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

1,345 25,006

    （単位  千円）

決算書
       頁

207
２０７

207
２０７

207
２０７

207
２０７

 ４． 不法投棄パトロ－ル、警告看板等による不法投棄防止及
び不法投棄された廃棄物の撤去、適正処理を行った。ま
た、不法投棄に対して広域的に取り組むため、６市町及び
関係５団体で構成する伊勢地域不法投棄防止対策協議会へ
参加した。
（協議会概要）
　○名称　伊勢地域不法投棄防止対策協議会
　　　　　構成市町村等（６市町及び関係５団体）
　　　　　６市町　 　伊勢市､玉城町､南伊勢町
     　　（会員）　　度会町､大紀町､明和町
　　　　　関係５団体 伊勢農林水産商工環境事務所､
　　　　　　　　　　 松阪農林商工環境事務所､
     　　（参与）    伊勢警察署､松阪警察署､
　　　　　　　　　　 大台警察署

不法投棄防止対策
推進事業

２，０３２

 ３． ごみの散乱防止及び良好な生活環境の確保、並びに美化
意識の高揚を図ることを目的にごみ集積所の補助事業を
行った。
　○交付申請自治会数　　　　２６自治会
  ○補助金交付基数　　　　　６０基
　○補助金交付額　　　８，７７０千円
　○補助率　　　利用世帯数に応じて補助金限度額の設定

廃棄物集積所設置
補助金

８，７７０

 ２． 伊勢市ごみ問題市民会議に、ごみ問題及びごみ減量・資
源化対策活動の業務委託を行い、啓発活動を推進した。
（概要）
　○名称　伊勢市ごみ問題市民会議
　○構成　委員３０名（会長　松本潤子）
　　　　　参与５名
　　　　  顧問１名
　○設立　平成１８年５月１６日
　○内容　本部事業
　　　　　　・伊勢市環境リサイクルフェアの開催
　　　　　減量、資源化事業
　　　　　　・ごみ分別、減量の指導、啓発の実施
　　　　　環境美化事業
　　　　　　・早朝清掃等の実施

きれいなまちづく
り推進事業

１，１４５

 １． ４市町で構成する伊勢広域環境組合にて、ごみの適正処
理を行った。
　○構成市町村（４市町）
　　　伊勢市、明和町、玉城町、度会町
  ○負担金内訳
    　共通経費　　　　 　　６，１４９千円
      運営経費　　　　 ５２３，５４６千円
    　建設経費　　　　 １９７，６６０千円
    　公債費　　　　　 ２８７，８４４千円
　　　清掃事業所分担金　　 ３，６９５千円

伊勢広域環境組合
負担金（ごみ）

１，０１８，８９４

1,099,723

資 源 循 環 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

1,129,731 決 算 額 の 財 源 内 訳

1,126,074 一般財源

7 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



    （単位  千円）

決算書
       頁

207
1 ２０７

    （単位  千円）

決算書
       頁

207
２０７

    （単位  千円）

決算書
       頁

207
1 ２０７

施 策 の 成 果

 １． ポイ捨ての禁止やごみの減量化及び資源化に対する住民
の意識と地域の連帯感を高め、実践活動を促進するため、
各自治会を中心に一斉清掃を実施した。
　日　　時　　　平成１８年５月２８日（日）
　実施場所　　　御薗町内一円
　対　　象　　　伊勢市御薗町内に住む市民
　参 加 者　　　約１，０００名

きれいなまちづく
り推進事業

８１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 【まちをきれいにする一斉運動】
新市合併後も旧小俣町と同様に「まちをきれいにする一

斉運動」を２回実施をした。この運動は、午前８時から１
時間程度、各自治区を中心にポイ捨てされたゴミを一掃す
るため、また、地球環境美化の一環として落ちているゴミ
を拾うことによって、ゴミを捨てない・汚さない心を確認
しあう日として実施をしている。
（第１回）
　日　　時　　　平成１８年９月１０日（日）
　実施場所　　　小俣町内一円
　対　　象　　　伊勢市小俣町内に住む市民
　参 加 者　　　　２，３２４名
（第２回）
　日　　時　　　平成１９年３月４日（日）
　実施場所　　　小俣町内一円
　対　　象　　　伊勢市小俣町内に住む市民
　参 加 者　　　　２，３５３名
【ポイ捨て・放置自転車防止活動】

小俣町内のポイ捨て・放置自転車の防止のため、シル
バー人材センターへ業務委託し監視活動を実施した。

きれいなまちづく
り推進事業

１，４５３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 不法投棄物のパトロール、撤去業務、マップの作成等の
業務を(社)伊勢市シルバー人材センターへ委託し、不法投
棄の監視及び回収を行った。

不法投棄防止対策
推進事業

５５９

御薗総合支所 生活環境課

事 業 名 決 算 額

小俣総合支所 生活環境課

二見総合支所 生活環境課

8 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



（款）４．衛生費  （項）２．清掃費  （目）２．資源循環推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

3,605 30,821

    （単位  千円）

決算書
       頁

209
２０９

施 策 の 成 果

 １． ごみの減量及び資源化を推進するため、可燃ごみ等の指
定ごみ袋制を実施した。
　○目的
　　１．可燃ごみへの資源物の混入の防止、ごみの減量と
　　　　分別・資源化の推進
　　２．危険物の混入によるごみ収集時やごみ処理施設で
　　　　の事故防止
　　３．日常生活からのごみと事業活動から生じるごみと
　　　　の区別化
　○対象ごみ
　　  可燃ごみ
      不燃ごみ（小俣町のみ）
      ペットボトル（御薗町のみ）
　○指定袋種類　５種類
　　 【可燃ごみ】
　　　　３種類（大袋４５㍑、中袋３０㍑、小袋１５㍑）
　　 【不燃ごみ】
　　　　１種類（中袋３０㍑）
　　 【ペットボトル】
　　　　１種類（大袋４５㍑）
　○材質等
　　【材質】高密度ポリエチレン製、充填剤入
　　　　　　　（消石灰系複合物５％以上）
　　【色】　乳白色半透明
　○販売方法　「伊勢市指定ごみ袋販売店」にて販売
　　　　　　　（平成１９年３月３１日現在、
　　　　　　　　　　　　　販売店登録数約４００店舗)
　○販売価格　 希望小売価格制度にて販売
　　　　　　　 市の提示する希望小売価格
　　【可燃ごみ】
　　　大袋７０円、中袋５０円、小袋３５円（税別）
　　【不燃ごみ】
　　　中袋９０円（税別）
　　【ペットボトル】
　　　大袋（御薗町のみ配布）無料

指定袋制度運営事
業

３０，８２１

決 算 額 の 財 源 内 訳

74,379 一般財源

39,953

96,549

資 源 循 環 課

事 業 名 決 算 額

9 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



決算書
       頁

209
2 ２０９

209
3 ２０９

209
4 ２０９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

生ごみの自家処理を促進し、ごみの減量化を図ることを
目的に、ごみ減量化容器を購入し、設置した者に対し補助
金を交付した｡
  ○交付申請件数　　　 　 １７４件
  ○補助金交付基数　　　　１８２基
  ○交付金額　　 　 ４，３９２千円
  ○補助率　　　　　購入額の１／２、３０千円を限度

ごみ減量化容器設
置補助金

４，３９２

１６，５７３

 ４．

再生資源回収推進
事業

 ３．

 ２． 　○生ごみ資源化実験事業
　　　ごみの減量及び資源化を図るため、モデル地区（津
　　村団地自治会）に生ごみ処理機を貸与し、地域住民に
　　よる生ごみ資源化の実証実験を行った。
　　・生ごみ投入量　　４,５８４ｋｇ
　　・取出し堆肥量　　　 ８０８ｋｇ
　　・堆肥化率         １７．６３％
　　・減量化率　　　　 ８２．３８％
　○埋立廃棄物の減量・資源化プラン実施事業
　　　埋立廃棄物の減量資源化を目的として新たにガラス
　　類・陶磁器類の分別回収を平成１９年４月から行うた
　　めに回収場所の確保、看板･啓発チラシ等を作成した｡
　　・ガラス類・陶磁器類回収場所　５２６箇所
　○公共施設生ごみ処理機設置事業
　　　生ごみの資源化を学校生活の中で行い､ごみの減量･
　　資源化・分別の意識を高めるため生ごみ処理機を御薗
　　中学校に設置した。
　　・設置場所　御薗中学校
　　・設置金額　２，８９３，８００円
　　・設置概要　生ごみ処理機（３０ｋｇ／日）

ごみ減量・資源化
推進事業

７，０５８

自治会、ＰＴＡ等再生資源の回収事業を行う団体に対し
て回収量に応じ奨励金を交付し、ごみの減量・資源化を
図った。
　○再生資源回収事業奨励金
　　・登録団体数　　　　　１４６団体
　　・交付団体数　　　　　１２１団体
　　・交付金額　　　１６，５７３千円
　　・回収量　　　　　２，７５５ｔ
　　　（内訳）紙類２，６６６ｔ、布類３５ｔ、
　　　　　　　缶類５４ｔ、びん１２，５８１本
　　　　　※１ｋｇ当たり６円の奨励金
　　　　　　びんについては、１本当たり３円

10 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



決算書
       頁

209
２０９

（款）４．衛生費  （項）２．清掃費  （目）３．じん芥処理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

8,941

    （単位  千円）

決算書
       頁

209
1 ２０９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

施 策 の 成 果

再資源分別回収事
業

２１，４２７
ごみの減量・資源化のため、資源びん（無色、茶色、そ

の他の色）､紙類（新聞・雑誌類・段ボ－ル・紙パッ
ク）、布類、ペットボトル、プラスチック製容器包装、乾
電池及び蛍光管の分別回収を行った。
　○ステ－ション設置状況
　・資源回収ステ－ション　　　約１，０００箇所
　・資源拠点回収ステ－ション　　　　　１０箇所
　　（内訳）伊勢中央、宇治、船江、城田、中島、
　　　　　　佐八、北浜、宮本、沼木、いせトピア

 １．

916,343 決 算 額 の 財 源 内 訳

909,427 一般財源

900,486

清 掃 課

事 業 名 決 算 額

 ５． 資源物の分別回収の充実に伴い、家庭から生じた資源物
の保管困難な状況を解消し、ごみの減量・資源化を更に推
進するために、東豊浜、鹿海町及び大湊資源回収ステー
ションを建設した。また、地元自治会による地域集団回収
モデル事業として管理運営及び一部資源物の自主売払いな
ど、管理運営形態の新しい取り組みを東豊浜町と鹿海町で
開始した。
　○開設場所
　　・東豊浜資源回収ステ－ション
　　　（東豊浜町１４７５【高羽江社西側】）
　　・鹿海町資源回収ステ－ション
　　　（鹿海町２３８－１【鹿海町公園北側】）
　　・大湊資源回収ステ－ション（開設はH19年度大湊地
　　　区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰと同時開設予定）
　　　（大湊町９８－５【大湊地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ敷地内】）
　○搬入可能物
　　　資源びん、新聞、雑誌類、段ボール、紙パック、
　　　布類、ペットボトル、プラスチック製容器包装、
　　　乾電池及び蛍光管
　○搬入日
　　【一般分】水曜日、土曜日、日曜日及び祝日
　　　（年末年始は除く）
　　【支所分】月曜日～金曜日、日曜日
　　　（年末年始は除く）
　　【いせトピア】月曜日～日曜日
　　　（毎月第１、３、５月曜日及び年末年始は除く）
　　【東豊浜】土曜日、日曜日及び祝日
　　　（年末年始は除く）
　○搬入時間
　　　午前９時００分～午後４時３０分
　　　（東豊浜は正午まで）

資源回収ステー
ション推進事業

６，８４４

11 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



決算書
       頁

209
2 ２０９

    （単位  千円）

決算書
       頁

209
1 ２０９

    （単位  千円）

決算書
       頁

209
1 ２０９

209
2 ２０９

清掃事業所は、伊勢広域環境組合が昭和５０年に建設
し、現在建設後３０年が経過しており内装、空調、照明等
が著しく老朽化している。安全衛生上支障があるため年次
的に改修・修繕等を行っている。平成１８年度について
は、空調機等の改修を行った。
　○改修箇所
　・空調機　４箇所（２階事務所１・２、会議室１・２）
　・湯沸機　１箇所（１階詰所）
　・消火器　２箇所（車庫）

 １． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、ガレキ
類（ブロック、レンガ、瓦、コンクリート）の埋め立て後
に覆土を行い、環境保全の推進と適正な処理を行った。
  ○年間搬入量　　５９３，２００ｋｇ

廃棄物投棄場管理
一般事業

６，６９７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、ガレキ
類（ブロック、レンガ、瓦、コンクリート）の埋め立て後
に覆土を行い、環境保全の推進と適正な処理を行った。
　○年間搬入量　　　　８，８５０ｋｇ

廃棄物投棄場管理
一般事業

２９０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ごみの減量・資源化のため、資源びん（無色、茶色、そ
の他の色）､紙類（新聞・雑誌類・段ボ－ル・紙パック・
紙製容器包装）、布類、ペットボトル、プラスチック製容
器包装、アルミ缶、廃食用油、乾電池及び蛍光管の分別回
収を行った。
　○ステ－ション設置状況
　・資源回収ステ－ション　　　３４箇所

再資源分別回収事
業

１，７４３

清掃事業所改修事
業

４，０９６
 ２．

資 源 循 環 課

二見総合支所 生活環境課

12 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費



    （単位  千円）

決算書
       頁

209
２０９

209
2 ２０９

    （単位  千円）

決算書
       頁

209
２０９

209
2 ２０９
 ２． 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、ガレキ

類（ブロック、レンガ、瓦、コンクリート）の埋め立て後
に覆土を行い、環境保全の推進と適正な処理を行った。
　○年間搬入量　　１３０，３００ｋｇ

廃棄物投棄場管理
一般事業

５１９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ごみの減量・資源化のため、ビン類（３種類）､紙類（新
聞・雑誌類・段ボール・紙パック）、布類、プラスチック
製容器包装、乾電池及び蛍光管の分別回収を行い、ごみの
減量・資源化を図った。
　○ステ－ション設置状況
　　 ・町内回収ステ－ション　　　１３箇所

再資源分別回収事
業

８，２６０

 ２． 新市合併後も小俣町の旧廃棄物投棄場内の投棄物の分別
処理を行い将来にわたり清潔で快適な生活環境づくりと、
この用地を有効利用をしていく必要があり、平成１３年度
から投棄されていた廃棄物を掘り起こし資源のリサイクル
化を促進するため、トロンメルによるゴミ分別処理等を
行った。
【平成１８年度実績】
　　トロンメルによるゴミ分別処理
　　　処　理　量　　　６７７．８�
　　重機による投棄物粗選別前残土掘削
　　　掘　削　量　　　２，９０７�
　○年間搬入量　　２９０，０００ｋｇ

廃棄物投棄場管理
一般事業

１６，５６４

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． ごみの減量・資源化のため、飲料用アルミ・スチール
缶、ビン類（３種類）､紙類（新聞・雑誌類・段ボール・
紙パック）、布類、ペットボトル、プラスチック製容器包
装、乾電池及び蛍光管の分別回収を行った。
　○資源物拠点集積所設置状況　　　６０箇所

再資源分別回収事
業

１４，７１９

御薗総合支所 生活環境課

小俣総合支所 生活環境課

13 ﾍﾟｰｼﾞ （款）４．衛生費


